































































私註〔一〕『類聚名義抄』（観智院本）〔二〕僧下一八〔三〕漢和辞書〔四〕平安時代末期・十二世紀初〔五〕編者は僧侶であるが未詳。交点・書写＝慈念、書写＝顕慶。〔六〕正宗敦夫編纂・校訂『類聚名義抄』第 巻（昭50、風間書房）〔七〕P1219〔八〕建長三年を降ることいくばくもなくして転写（中田祝夫説）〔考〕和訓のアクセント、声点を有するということは、「和訓のアクセントは、平安時代の京都語のアクセントを知る上に絶大なる価値をもつもので」あるが、「古代語がすべ 訳語となったのではなく、漢文訓読用語として、男性系統に淘汰され、そのうち後に伝えられたものが、漢字 和訓となることを知らなくては らない」（中田祝夫「類聚名義抄使用者のために」）とあるが、これを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
、、、、、、、
















　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　六八私註〔一〕『塵袋』〔二〕第一・天象「虹」〔三〕類書〔四〕鎌倉時代・文永弘安のころ（1264〜1287）か〔五〕不明〔六〕覆刻日本古典全集『塵袋』上（昭52、現代思潮社） 七 P1112 八〕編次は『色葉字類抄』（11資料囮）の意義分類を受ける。12行目の上に「イカホト」の加筆がある。













































































































私註〔一〕『増補　俚言集覽』〔二〕中巻「にじ」。「虹が立」 三国語辞書〔四〕江戸時代末期？〔五 太田全斎（宝暦九―文政十二年1759〜1829）〔六〕『増補俚言集覽』（1965名著刊行会）〔七〕P857〔八〕明治三十三年井上頼圀らが通行の五十音順に改編し増訂を施した。『雅言集覧』に対して、俗語・俗諺をア……、イ…ヰのごとく五十音の横段の順に集め語釈を施した書。『物類称呼』とともに江戸時代の口語研究 二大著と目される。（『国語学辞典』所収、山田忠雄筆文による）　『物類称呼』は、越谷吾山著の方言辞書・安永四年1775刊。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七五
荻野恭茂
私註〔一〕『箋注倭名類聚抄』〔二〕巻一「天地部・風雨類」〈虹〉〔三〕辞書注釈書〔四〕江戸時代末期〜明治時代初期・文政十年
’－
〔考〕「江戸にては虹がふくと云」に注目。『物類称呼』の（西国にていうじと云は夕虹の略語か）は、「夕虹」ではなくて単なる〈に
じ〉の訛音であろう。（cf.71）
64
私註〔一〕『吐虹』〔四〕古法帖〔六〕告集成』第二巻（昭58、ゆまに書房）
　　　　　　　　　　　　　センシヨ
〔考〕「吐虹」は、もともとは「蟾蜍」、
較研究資料」（＝12 2）参照。
朝倉治彦監修『近世出版広「蝦蟆」と関係あろう。「比
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七六
1827稿、明治十六年1883刊〔五〕狩谷棭斎〔六〕京都大学文學部國語學國文學研究室編『諸本集成　倭名類聚抄〔本文編〕』（昭43、臨川書店）〔七〕P17〔考〕『和名類聚抄』（＝44）の研究書であるが、ほとんど中国古代〈虹文化〉の引き写し。
65
　本稿では、日本辞・類・音義書史上、主要と思われるものを資料として採りあげ、そこに記された〈虹〉についての記述を摘出し、これについてコメント風の小考を付加してきたが、その全体像の考察は、「近・現代」の部を加えた次稿に「通考」として記す。　1 2……は、ある。
『椙山女学園大学研究論集』連載中の資料の通し番号で
虹と日本文藝（十)
七七
